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今回のIBMM2006はイタリア共和国の研究機
構のうち、シシリー島のカタニア市に本拠を置
く、材料物理を専門とする研究機関が中心とな
ってタオルミナ市において開催されました（図1、
図2）。
シシリー島は農業が盛んですが、工業がほと
んど発達していなかったために、国の研究機関
を誘致したそうです。現在ではヨーロッパ中の
関連研究者が行き来をする存在となっています。

IBMMはIon Beam Modification of Materials
の略であり、SMMIB（Surface Modification of
Materials by Ion Beams）と対を成す国際会議
で、両者は交互に隔年で開催されています。
本会議では、世界各地から300名を超える研究
者が集まり、イオンビーム照射に関連した材料
の物性、表面処理、製造法およびその関連設備
に関する研究発表が約600件行われました。表1
にセッションの構成と主な発表内容を示します。
筆者はアセチレンガスを用いたプラズマイオ
ン注入に関する発表を行い、試料の表面構造、
装置の仕様などについて、ドイツのFZR（ビー
ム・材料を専門とする研究機関）の研究者など
と意見交換を行いました。

イオンビームはナノテクノロジーにおける主要
技術の一つであり、新素材との組み合わせなど最
新かつ有用な情報を収集することができました。
今後は技術セミナー等を通して、皆様の技術開発
の支援にこれらの情報を活用してまいります。
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2006年9月に、「第15回材料のイオンビー
ム改質に関する国際会議」に参加し、研究発
表を行うとともに関連技術動向を調査する機
会を得ることができました。

図1 ギリシャ劇場とイオニア海
タオルミナ市はシシリー島東海岸に位置します

図2 会場とエトナ山
見晴らしの良い崖の上に建っている元修道院が会場


